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1)  Nakao H, Sugimoto Y, Ikeda K, Nakano M. Scramblase activities of transmembrane peptides depend on relative position of 
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7)  岩下侑矢*，中尾裕之，池田恵介，中野 実．示差走査熱量測定によるセラミド 3 の結晶性の低下をもたらす物質の
探索．日本薬学会第 138 年会；2018 Mar 26-28；金沢． 
8)  稲場陸人**，中尾裕之，池田恵介，中野 実．Phospholipase D による脂質膜上での酵素反応の速度論的解析．日本
薬学会第 138 年会；2018 Mar 26-28；金沢． 
9)  中野 実．蛍光および中性子を用いたリン脂質のフリップフロップ・膜間移動速度の計測．理研シンポジウム“細
胞システムの動態と論理”；2018 Apr 12-13；和光．（招待講演） 
10)  吉田右京*，杉浦太一，中尾裕之，池田恵介，中野 実．Sec14 相同タンパク質のリン脂質輸送機構の解明．日本膜
学会第 40 年会；2018 May 8-9；東京． 
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15)  吉野実紗**，中尾裕之，池田恵介，中野 実．脂質−ペプチドナノファイバー形成の熱力学的解析．第 69 回コロイ
ドおよび界面化学討論会；2018 Sep 18-20；つくば． 
16)  福田拓己**，中尾裕之，池田恵介，中野 実．コイルドコイル形成ペプチドを用いたリポソームの会合制御．第 69
回コロイドおよび界面化学討論会；2018 Sep 18-20；つくば． 
17)  中野 実，杉浦太一，中尾裕之，池田恵介．中性子小角散乱によるリン脂質輸送タンパク質の脂質輸送機構の解明．
第 69 回コロイドおよび界面化学討論会；2018 Sep 18-20；つくば． 
18)  杉浦太一*，吉田右京，中尾裕之，池田恵介，中野 実．中性子小角散乱法によるリン脂質輸送タンパク質 Sec14 の
脂質輸送機能の解析．第 40 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム；2018 Oct 18-19；仙台． 
19)  杉浦太一*，中尾裕之，池田恵介，中野 実．脂質膜パッキングによるリン脂質輸送タンパク質 Sec14 の活性制御．
膜シンポジウム 2018；2018 Nov 13-14；神戸． 
20)  岩下侑矢*，中尾裕之，池田恵介，中野 実．示差走査熱量測定を用いたセラミド III と生体脂質との相互作用の評
価．膜シンポジウム 2018；2018 Nov 13-14；神戸． 
21)  岩下侑矢*，中尾裕之，池田恵介，中野 実．示差走査熱量測定を用いたセラミド III の結晶性の低下をもたらす物
質の探索．日本薬学会北陸支部第 130 回例会；2018 Nov 18；富山． 
22)  佐々木哲哉*，中尾裕之，池田恵介，中野 実．Amyloid-βと脂質膜の相互作用における膜曲率および酸性リン脂質
の影響．日本薬学会北陸支部第 130 回例会；2018 Nov 18；富山． 
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